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I 緒言

放線；伏菌病ハ露llii'i郁彦E面特＝下顎骨部、側頭部、岡l臓、~盲部等＝釘琵ス ）J,極メテ頑回

執均ナ｝J,慢性疾患ニシテ之ガ治療＝営リテハ其難治ナル往々吾人ヲシテ失望瑳嘆セシムJレ

モノアルア知ル可シn 故アJ.;I.ツテ古予i己諸．家ノ；富リ志＇； .＝成JI;掠主去ノ、皐ゲ

可ク何レモ大ニ観JI;可キモノ虚キ＝非ザルモt言J、蓋シ其反面．＝於テ之ガ根；台ノ必．ズシモ容

易ナラザルコトヲ指示スJレモノナルヲ窺知シ得可シ。而シテ療法ヲ大別摘記スレバ、

1. 局所療法勺 2. 全身療法υ 3. 混合療法＝大別シ得可シ。

1. 局所－療法外科的＝病竃ヲ切除シ或ハ援抗ヲ行ヒ以ツテ病芽ヲ桜花スルハ能フ可ク

シバ最モ理想的方法ナ，＇］，可キハ言ア特タザノレ所ナリ。然リト長住モ這ハ僅償ナル病竃換言ス

レバ極メテ早期ナル局在性病竃＝於テ期q，与シ得ペキ方法＝シテ其陳奮コシテ概散蹟大セル

モノ＝於テハ謂フ可クシテ行フコト必ズシモ容易ノ；業＝非ズ。斯カル場合＝概ネ姑息的切

除掻抗－＝iJンゼザル可ラズ。白］チ遺残病芽＝蚤Iシテハ手術＝稽グ＝消毒薬或ハ牧数剤等ノ

貼布、注入ヲ以テシ病芽ノ護育、増殖ヲ阻止シ併セテ居所壊痘組織ノ鮮浮、新生肉芽ノ促

進ヲ誘起シ以テ病芽ノ侵襲＝備フル＝アリ。

2. 全身療法停染性疾病ノ成立ハ賞該病源ノ組織＝釘スル親和力ノ：有無＝ヨリテ左右

セラルルハ周知ノ事貰ナルモ縦令ヒ病源ガー程度組織＝封シ親和力ヲ保有スト雌モ局所組

織＝抵抗力千jル時ハ到底病竃ヲ形成スル＝到ラザル可シQ 而モ局所抵坑カハ又全身AA態＝

依Hテ左右セラル可キハ想像＝難カラズ。故ア以テ一度病源ノ侵蝕ヲ蒙JI;場合ト難モ局所

病的機蒔ハ懸ツテ杢身状態如何＝闘スルヤ必セリ。維レ放線；氏菌病＝全身療法ノ臆用ヲ硯

Jレ所以＝シテ又一程度治効ヲ牧メ得ル理由ナリトス。 IWチ本病＝封シ刺戟療法ノ有効ナリ

ト謂フガ如キ或ハ「サルバルサシ」ノ偶z卓効ヲ奏スルガ如キ慨ネ悲＝因スルモノト謂フ

可シ。

3. 混合療法 上越セル 1.2ヲ並月1セルモノト硯ル可キモノハ寛ニ以下記就スル療法＝
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シテ甲ハ第1項ノ治績＝準ズルモノト理解ス可ク乙ハ第2項ノ治効ヲ目標トセルモノト云

フ可シ。

由来日光療法ハ特＝難治ノ慢性疾患：：：.~旬、ン時＝卓越セル効果ヲ牧ムルコト論議ヲ侠タズ。

既＝宮室ヒポクラテスノ時代ヨリ弘ク之ガ癒用ヲ11見タル鹿＝シテ直接病源＝封シテ消毒力

ヲ護揮スル巴ミナラズ叉全身的＝新陳代謝ノ充進ヲ促シ従ツテ抵抗力ノ増進ア招致ス。最II:

レ慢性疾忠特＝結核性疾病＝！~用セラルル所以ナリ υ 市シテ臨床上勝タ叉組織率的エ酷似

セル本病ュ針シ~用セラレー程度ノ治験アルハ放テ詩ムエ足ラザ、ル虚ナ ！1 0 

近代科撃ノ進歩琵逮ハ騒々乎トシテ停止スル所ア知ラズ有ユ・Jレ方面＝驚異ス可キ幾多ノ

設明琵見ヲ現出セリ。 !f寺＝曹界＝於ケ；J.-護展ハ61］日ス可キモノアリ。就中紫外線、「レシト

グン」税、「ラヂウム」ノ鷲見＝共イデ之ガ監事的~用＝到リテハ断然~J世期的進歩トシテ

推ス＝苔ナラザル底ナリ。

殺土日光療法趨！底ハ之ヲ敷初シテ、同時＝紫外線、「レントグン」税並ピ＝「ラデウムJ

ノ趨悠ナル可ハ想像＝穀店カラズ。特＝本病＝ ~:t ス ｝J; 「レ」線ノ効果＝歪IJ リテハ深部病芳三撲

誠作用＝於テ日光作用ノ建ク追従ア容サザ；J...鹿ナルト共＝他面全身作用ノ看過ス可ラザル

ハ寄人ノ熟知スル鹿ナり 。

至宝＝一言ヲ主主セシ＝、沃度剤ガ本病＝針スル作用＝シテ之ヲ局所＝用フ JI,時ハ病芽＝封

シ特殊消誌作用ヲ蛮現スト謂フ心而シテ之ヲ内服セシムル場合ト雄モ向克ク奏効スルヲ観

レバ局所的ノミナラズ叉全身的＝一程度ノ作用アルモノノ如ク一旦血中＝入リグル該薬物

ノ病竃部ョリ排11止セラルルモノ J ミノ治効トセンヨ F ハ寧ロ雨商ノ効果ト ff~Jレガ安賞ナラ

シカ。

以上略主lkセル所ハ従来本病＝封シ執リ来レル治療方針＝シテ以下之ガ文献ヲ一顧ス1レ＝

Romann von Baraczハ硫酸銅溶液ヲ病誼内＝注射シ、盛岡博士ハ「ラーピスJ溶液ノ注

射ヲ、 Wolferハ「ツペルクリン」療法ヲ、 Trinklcrハ「フオルマリシ、グリセリン」療

法ア、 Rinnieutt& l¥Iix.ter等ハ「ワクチン」ヲ、 Beckハ「ネオサルバルサン」ヲ用ヒ夫

々ソノ用フペキヲ提唱セリ n 斯クノ如ク多種多様ナル療法ノ存在スル所以ノモノハ要スル

＝本病＝封シテ確回タル療法ノ無キ左謹＝外ナラズ。

故部l欣菌病＝JIMシ始メテ「レ」線放射療法ヲ試ミタルハ mo生年 America.J Bevan ~ 

シテ、同氏ハ同時＝沃度力11里ヲ併用シ且ツ病竃ノ挫折ヲ行ヒ良好ナル成績ヲ得タリト報告

セリ。弐イデ Brunzel,Harrier, Iselin, Levy, Sardemann, Harsha, WCotterer，等モ亦

「レJ線放射療法ヲ紹介シ、 Heyerdahlハ「ラクウムJ療法ヲ護表セリ。 1916年Melchior

ハ頭部及ピ頭部ノ放線ilk菌病6例ノ「レ」線放身ナ冶験ヲ公＝シ、積イテ 1919年 Jungling

"'12例ノ同様治験ヲ蛮表シ、且ツ本例ハ「レ」鵠故射ノ他何等ノ掠法ヲモ併用セズシテ会
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部治癒セシメタリ。市シテ這ハ要スル＝「レ」線放射ハ本病＝封シ唯一ノ療法ナルコトヲ

物語ルモノナリト極言セリ 。我岡＝於テハ大正3年肥田氏エヨリテ本病数例ノ「レ I~~~治

験報告セラレ、中島氏モ亦ヲレヲ報告費表セリ。

今余ノ「レ」線治験臨床例ア迷フ勺Lエ先立チ之ガ生鰭全身作用＝就テ一言スJレモ亦温古

＝資ス JJ,pgアルベシ。乃チ「レ」税ノ直接病距微生物消毒1~誠作用ハ姑ラク措キ之ガ放射

後＝於ケル血液諸象ヲ精査スル＝直後著明ノ白血球、血小板ノ減少ヲ認 メ次イデ問者ノ増

加ヲ招来シ赤血球沈降速度ハ促進セラレ、血液凝間作用増進シ、「グロブリシ」増量ヲ認知

シ得ルコト彼ノ非経口的異種蛋白隠討ー入＝於ケノレ場合＝紡偽タ P。之ガ因由＝閥スル諸家

ノ1昔、読ハ略相一致シ「レ」総放射後ハ組織細胞＝一定刺戟ヲ賦奥シ撮ツテ以テ登現スル盤

調達和乃至更＝進ンデ失調破壊ヲ意味スル＝至ル。市シテ該刺戟＝劉シ先ヅ比較的抵抗力

担；キ遊走細胞ノ一部ハ途＝崩壊セラルル＝到リ血像ニ於ケル初期白血球、血小板敷ノ：失墜

ヲ来スハ周知ノ如ク之等細胞ハ内＝諸種蛋白酷並＝酔ヨミヲ包含スJレガ故＝之等ガ一時多量

臨液内ニ流出シ、或ハ血痕擬回促進トナリ、赤血球沈降時間ノ短縮トナJレ。而シテ挽離酵

素作用ノ一部ハ直接臆液消毒力増強ノ一因ト解ス可キモ ノナルコトヲ設ケリ 。賓＝「レ」

線放射エヨリ健常並＝菟疫凝集素溶菌素、「オプソニン」楠能量ノ増加ヲ認メ得可シトナス

モ、素ョリ之ノミヲ以ツテ全身作用ノ全般ヲ説破シ符タリトハ断ジ難キ庭ユシテ直主主「レ」

税ノ皮！前＝賦奥スル作能モ亦奥ツテカアJレモノナル可シ。

一般＝皮脂ノ：完疫率上特立的地歩ヲ占ムルハ皮！藷桔核並＝徽毒患者ノ往々嘗該病諒内臓

感染ア快クガ如キ、或ハ皮！局、＝於テ特＝著明ナ）J,病鑓ヲ惹起スル合性俸染性疾患ナル狸紅

勲、麻疹、痘癒等ノ催患或ハ受低）j菟疫後強大且ツ恒久的菟疫性ア享受シ再感染ノ；極メテ齢

ナキガ如キ敦レモ這般ノ泊息、ヲ瞭然明示スルガ如ク「レ」鶴皮属能動機事事ノ因ツテ来ルノ

理由ヲ悲＝索メシトセバ雨者ノ問＝一服相通ズル庭アラン。

II i台験臨床例

第1例 A 男 3G年聡幾度。

既ft：症立主ピニ遺i事的ニ何等特記ス可iii-宅Jナジ。

本病 J、大正 14年 6月初旬左ノ下顎＂£＇！＼］毘HRジ、設熱爾痛ヲ伴ヒi斬次補慈セ1νヲ以ツテ密治ヲ乞ヒ吉生側

ノl指限ヲ切開スルコ1、ニヨリテ多荒ノ排般ヲ1lJ一時粧快セル宅、符度同様ノ症状7墨セミ／ず故ニ6月13

日我す外来ヲ訪ヰ郎日入院セり。

入院賞時ノ l'J)(況内股絡、祭~襲、共ユ中等ニ Vテ右日計上薬ニ気管支炎ア Jν外胸部立立ピ ニ腹部ノ各臓総ニ

著書きナ ジ。健記v、毎日最低 37 度内外ヨ官最高 38 皮 5 分時ニ . 39.：度以上昇Jレヨトアリ。服~＆ ，、緊厳セ

か宅被紛t多ミ／。

局所JjJj見川 ft：瀬骨弓及ピ下顎閲節ヨリ頬部左下顎骨全般ニi鏑慢性板J伏ノi俊キ浸潤ア h 座掃事在V

又所々ニ波llJJJ7¥-'cv部分散在v、口隆司リ診ス1νユ又同様ノ病像ヲ墨ス。
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下第一大臼歯ノ歯雌ユ約 1粧ノ切関車I］アリテ之ヨ明悪臭アル濃厚ナル膿汁ヲ排出7、。試ミユ関口ヲ命

メJレ＝中等度ノ下顎関節ノ強直アリテ関口困革iff;7・ Iレ毛ノノ貴n＂＂。焔世話ナ ¥:lo
以上ノ症朕ρ入院後以前ノ切開創 ヲ抜張V以デ誹股ニ健司~，，， l、＂／ J宮町毛及バメ、却少テ格慈V遂ユ反

J'J明I］：：.波及V依然高熱ヲ持続三／、波WJヲ鋼所Fレ部分毛iir!i次抜大セJVヲ以：Yテ同月17日門歯部商餓ヲ切開

ミノ、多景ノ！司稼ナル胡膿ヲ得訴事。側々股’，，白黄色ノ締身不透明ナか黙粒大ノ1）、担ヲ後見三／試ミエ之ν

ヲ検宝章セVニ果然特有ナ，ν「ドJνーセJ’.I 7認メタリ 0 f!p チ木病ρ放線ilk~病ニイt股菌ノ混合f専染ヲ併!iJt

セル毛ノナ明。切開後一時下然、良好ナ Jレ経過ヲ取 pレず童日~見エ V宅、ソノ後各所ニ膿擦ヲ f乍ヲ硬幸吉亦

~延毛／病欣一進一退漸ヨ~j曾忍＂＂＇，。其問主トミ／テ外科的鹿霊堂ヲ知人担 Jν 宅、叉内服ニノ、多量ノ沃度剤ヲ

月］ 1:.「Fグチ :.r.J注射等ヲ行ヒヤグ若手効スyレユ至ラメ。

主主ニ於テ 7月 27日ヨ習試ミー「ν」線放射ヲ行ヒ、双忽外ノ好成績ヲ符担 ＼｝ 0 

放射術式ハ皮齢脚離 30糖、波長叩 A。， il!(i@. S.5粍「アJν ：；；： ::. t; .L.」、日Iノ放射！花÷II.

E. Jl. 1、';17月 27日第1回ノ：放舟J7行 b＂／ニ、翌日 ρ慢温：：¥J.5 ニ上昇、排膿量ノ増加ヲ来セジγ翌

々日ニ r鰐混ρ下降ジテ最高 37.5 1、ナ ＼｝ ：ジモ、股量生ノ、依然トジデ減セフ：、告書4日日ヨリ多少減少セV

71ノ広アリ。次イデ8日ノ間隔ヲinilr8月5rJ第2回ノ同様ノ放射ヲ行7、翌日山多少ノlt!i星ノ上昇、

倦怠感アリ V壬前回ヨ宮川lf度的微ナリ。排膿J、：1日目ヨ事頓ニ減少v、患者亦爽快ヲlfl:ュト云7。官事

2回放身JJ、20日ノ間隔ヲ置キ日月 25日ユ行7o放射後腿：fゎ、更ニ減：；；：セ ＼｝ 0 放身、l後第4日目司リノ、

設ir.1毛亦漸次縮退ノ傾向7幣7・JVエfl]v v。絞loデ9月：：日 8日間ノ間隔ヲ位寺第4ffilノ放射ヲ行7。

l比時ヨリi慮jfilヲ望号変Vテ 11.日 粍銅及ピ 1.0粍「ア pレミーウム」下ナセリ。放射翌日戸、惚湿位カユ上総

/Jeyゎ、多少噌叩.＂.／.，リ 1、錐モ翠命日ヨリ ρ著VP良好トナリIii!!紡宅漸次減少v、下顎ノ開閉粉々 ：＂c：ェ ff:
ス：：.f.!Jν リ。更ニ14日ノmn商ヲ綾テ 9月 17日第5回ノ放射ヲ行7。此時巳エ鐙湿戸殆yド常態ニ復古ノ
時ュ：：7 度ヲだユ pν2ー；i 分ナ 2ν ノミ。タ「股f~Yi~史ニジテ、浸潤毛亦傾骨間lニ約鶏卵大ニ在ス。最後ノ；紋

身J,.:rn日ヲ量里』zJV 10 月 26 目＝ ジテ、此日迄ニ ρ病竃J、殆 y ド治癒セ pν 屯ノノ貴日~、 f抗力ニ門商ノ

詞：ュ !J、f.1jf:孔ヲ遺残セルノミナリ。此放射冒リ ;/jiJ箔ノ、愈々縮少ジ下顎関節；U!JJニ不自由ナグ特徴7ーか y~直

ヲ胎ス。 1 週間後凄孔内ニ消息子？ :j争入セ Fレニ腐骨ヲ鯛加 'l1事タ 1v-Ji•tf£.ユ之ず摘出ヲ企テ長サ約 1.5 llJ 

1.0紡ーノ骨片71'.J.担＇lam来1ヶ月ヲ怨.l/&'if苛ホ下顎倒的ユ侃微ナル強直ヲ残セル外悌重毛倍駕ニ稽加V

全治退院、今日f古Iホ健在ナリ。

!Ii 2例 s 女 51年材木商家族。

昭和乃年1月頃ヨリ左煩部Y次第ユ厨限ジ同時ユ客1首j7受エ、歯科密エJi.I:キ歯J治療ヲナセジ宅、・治

主主将快セザル巳ミナラフ7、漸ヨ先物悪セル7以テ、同年2月8日放線J除西宮病ノ診断ノl..ユ岱・「Fリークグ」

ニ入院加療スルヨト 1、ナνリ。

入院常時ノ；朕況ρ競商ノ左rド側h 一般ニ股脹茜)j.'v グ、後方王手翼ノ後下部主主ピニ左~部ユ歪 1Vj：与板扶

ノ硬特設i沼ア明。就t（’左下顎関節書「査を宅主主ダvp 、下顎角古事エ波動ヲ燭知 ＇＼：！~－与 Jν部分アリ。下顎関節，、

強直著明ユジテ、左下第1・第2大臼爾ニ綱高爾ヲ有ス。穿事g＇＼；／テソノ膿ヲ検銭スルニ切ニ「ドルーセ・」ヲ

認ムo惚湿ρ37.5度ヨリ 39度J問ヲH=＊ス。依クテ局所エρ潟布ヲ施v、2月 8日ヨリ「ν」線放射
ヲ開始ス。 yノ術武p 次ノ如v。

「スタピリグオ yν ト J~詞l治療装置を。

放射面積 10糎平方

波長 0.075A0 

放射愛す＿IJ・E.D. 

放射時間 25分
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減渇銅 0.5粍。「アルミニウムJ 1.0粍

上ノ装置ヲ周bテ2月 8日ヨリ 10日、 13日、 14日ノ 4困惑績ジテ"ii.右側交互ニ放射7，。第2回ノ

放射後ρ腫脹一時宿大＇＞！~熱、依怠 7訴A V毛 14日第4回ノ放射ヨ Uρ漸次之等ノ症AA減退＂＂ 2月下

旬ユノ、"fit>＇ド全快ノ域ユ到達セ守。超zテ3月 10日第5回ノ：放射ヲ行ヒ以来何等ノ増悪ヲ毛示サメ。

日ト共ニ良好ノ経過ヲトリ、少ジノ痕跡7毛胎スヨ干ナグ全治退院セリ。

第3例 T 男 17年早生。

大正 14年8月初旬劇烈ナル腹痛及ピ!!it熱ア明。下腹部ニ座痛アル腹話器ヲ燭知セyν7以テ盆稼突起炎

鎗盲腸周図炎ナル疑診ノ下ニ内科ニl次容セラν、yノf麦粉査ノ結果放線欺商病ト決定V手術ノ目的ヲ以

テ＊r~ Vェクグ」ユ事事セーリ。

現症。櫨格中毒芋ナνドモ－fdl<ユ衰弱ミ／、皮膚、粘膜ρ粉々乾燥v、血色悪F溌熱ノ銭メ顔貌苦悶扶ヲ

曇ス。頭部、胸部ニ著書量ナv。下腹部ニ於テ隣下ヨ事膨脱部ニ至Jレ迄中央ヨリ粉々左ニ偏:y－般エ少さY

P膨陵v、皮膚多少緊張セルモ護赤ナキ腫摺欣ノ屯ノヲ親Jレ。之ヲ燭即断ニ右ρ正中線ヨリ約2様指左

ρ4核指、 kJ、 JJr時、下ρ恥骨経際上約 2~荷指ノ手拳大、主主縁不正ナル桜-AA ノ 良 品F腫蕩アリ 0 ＇／ノ＇（•央諮

ρ波!li}J7是ス。浸潤ρ一部分皮府ニモ波及v、E窓痛著明ナ明。拶「使、排尿ニ障害ヲ認メプ。恒温J、39

乃~ 40度ニジテ佐々悪寒鞍探ヲ訴7n 9月2日化膿セル部分ヲ隣ヨ事左下方ニ於予約；1糎ノ長サニ切

開V多）j：：ノi悪臭7'• I · 排股ヲ符・~ l）。検鏡スルニ多数ノ「 r1レーセ・」ヲ認、ム。

ヨノ切開ニヨりテ病勢頓ユ好1陣セ＂＂ff＇如グ見エ＇／＇邑 2-3日後再ピ悌滋ノ上昇ヲ来V務評ニ化股m1ヲ

前切開線ノ；右側ljニ形成セ';17以テヨレヲ切開排股v一時軽快ス。然νド毛新J西Ep、i新次拡大γ恒温干町一ピ上

昇三／苦痛ヲ訴 7。同月 20 日ニ至リ 3 度即時間iニ切J開ヲカ日九 '1ilr股 7計官、之~；；，：；： 個所ノ切開創ヨリ｛元皮

エーテル」ヲ注入さ／粉好結果ヲ符担 Jレず浸潤m依然ト毛／テ扮i大v、所Rl!fJ芯ヲ作11・n fh ：＞＇テ 9月 25日

冨 Vrv」線治療7行フョトトセリ 0 1＆身J＞、腹、背二方向ヨリ施行λ。

皮膚f.lf.駄距離 30乃至 2；；糎。

波長 0.13AO 

各1回ノ放射最 LII・E・D・下 ヤ1回ユ片腹背二方向ヨリ同景、同時間宛放射ス。
放射時間各 20分

話量泡 「アルミ＝ウムJ 8.0粍

第1回ρ9月 25日、 2日ノ間隔ヲ置キ 27日第2悶ノ放射ヲ行70 9ノ翌日程温ρ念滋ユ上勝三／倦

怠！感ヲ訴A Vモ翌々日ヨリノ、健温放射前ニ比ジテ下降v、病倍ノ欽怠モ亦良好ナ pνY虫日＇／ o第3回ρ

10月 2日ユ行b：；；－；，・ソノ翌日ヨリ病欽悪化毛／放射前ユ比三／、鐙温上昇、俳膿毛亦1曾景t：：ノテ患者衰弱ヲ

カD"'o/:h•l 週間ノ後粉々恢復ス。然レド毛日ヲ程前ニ従Yニテ病!!Ju、橋立E'/ 10月 26日第4回ノ放射ヲ

行tii'モ認ム可キ効果ナグ浸i問ハ下腹郎会1投ニ抜大V切開創ヨリノ胡股毛亦智力日ス。超エテ 1l月 21

日第5回ノ：放射ヲ行ブ。放射後ノ:Ji£i伏ρ回7累ヌルニ随E益々格惑＝ノ、皇室ユ勝脱凄ヲ形成ジ、更ニ膨脱

~痩トナリ腹壁ヨリ糞尿7漏ヲ毛／、 'l!r"孟炎ア併霊童v、極混ハ悪寒職探ヲ以テ上ijjfジ患者戸線度ニ衰弱v

殆y ド絶望ノ；域ニ達ス。故ニ止A無P放射ヲ断念セリ。而γテ百方療養 ＝－ ~f.·，： セ Jν結果 1'.l 月，，・旬ニ習j

’街々 恢復ユ向＂＇ Iνヲ以テ 12月 23日ヨ V「スタV官グpν干J深部治療装置ヲ用也、次ノ術式ノ下ユ

再ピ放射ヲ綴行セリ。

皮脂焦慰距離 30糎、滋過 0.5粍銅及ピ 1.0将「アルミニウム」、波長 0.08A.o 

一門J放射長 -i-H. E. D. 放身摘積 10x15cm.腹背二方向ヨリ放射ス。
12 月 23 日司事翌年 3 月 2 日ユ~）レ迄、 1 月 13 日、同 26 目、 3 月 2 日、 1、 4 回ニ豆官治療7行 7o

放射翌日ヨリ 2-3日ρ症欣多少噌慈セJν毛回ヲ累ヌ Jνニ及V前装置ノ下ニ治療セV場合ト反封ユ著
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v P 貴子結果ヲ示v、尿~痩，、漸次縮小v、下阪会般ニ渉pレ浸潤毛亦次第ユ消失v、憾1lt格／Jh 聖書温下降、
サ主／モ猛威7j呈セル事It症屯f也カニ隣部ニ 3j問ノ扱痕ヲ残三／拭711＇如グ金治毛；5月 17日退院セ明。

第4例 Y 女 51年大工家族。

昭和2年8月初日廻宮部ノ鈍街、緊長感、蛇ピエ純然ヲ訴んもIl、云7o協来約勢ノ、漸次加 J、P途ユ

右下腹部ニ腹痛ノアルヨトニ気付キ、 10月 19日入院治療ヲ乞ブニヨヲlv官。
M格筋肉皮下脂肪組織~ー般ニ祭発可良ナ yν紡人ユ Vテ頭部胸部ニ著銭ナミ／。腹部 7診ス pν ユ廻首
都ェ、約11、見顕大ノ繋悶ナル正直結ア明。一部分皮膚ト拡兼セル毛ノノ如Vo:fl:中央部エ波Eヲjヲ館街。股

野草川移動三〆革tp 、叉健一内 ヨリ毛鰯知ス pレヨト 7~号、腫泊ス Fレ時－＞、疹痛ヲ訴 7 0 f火ツテ JO月 21日局所
麻酔ノ下ニ -!;JJ 開ヲ行、＝ 約：：：no~ノ悪臭ア JI 股ヲMW セジム。 11 月 8 日持ピ読手術創ヨリ粉々疋，，，線ニ
扇ジタル部ニ手今大ノ般傍生：；；：－ ?< Fレヲ以テ之ヲ切開V同事まナル多iii：ノ耕般ヲ ~~！ ?< lj 0 i;式ミエ検査セ御所
多主主ノ「r'Iνーセー」 7後見ス0 flj Yテ 11月 2¥l日患者ノ少Vl,1似復セ 1ν ヲ待チ「VJ線放射7開始ス。
y J術式ρ第：：例ト略ホ・同ミ，， J;' gpチ 「ス担ピリグルト」ヲ用己、放射-Jiυ、格君主v 11月初日71<.ピ 30
日ノ 2日n司ニ腹而ヨ明 1ILE. JJ. ヲ放射＝ノ、次回 40日ノ間隔ヲ位寺、翌年1月9目、 Fl日）2
日間短：ヲ腹商ヨ官、 11日、 12目、綴イテ同，；＞放射・Jrl:7背前言明放射セリ。

第1回ノ放射後／jl，者戸、五重熱、頭痛、食欲不振等ノ全身症欣チ是v、局所反？！！＇毛亦相官 I強力リ V宅、
日l、共ニ！fill!↑！とv、個w..ノ下降、腫煽ノ：縮小、 tll'W-ノ減少等賞＼； 3例ノ 虫119順調ナル怒！遇711正q、控室J曾加
毛／阪市効果ヲ牧メ符揮官。

第 2 回ノ辿績放射ρ可成り強度ノ副作用ヲ ~'}l, セ V 毛、 1 ク月後ニ J、情lf ノ i荻復ヲ示主／病i芯ノ浸i関戸会

グ消散v、3月2日全治退院v今何ホ健在ス。

III 綜括立立＝結論

以上詳述セ JL症例ハ「レ」線放射＝由リテ済シク全治セルモノ＝シテ、共愛生部位ヨ P

スレバ頭頭部2例、腹部2例エシテ、故射回数及ピ「レ」線治療開始ヨリ共完了＝至ル日

I つー I I 数ヲ表示スレバ失ノ如シ。
症例 ；年齢及佐i放射回数！日数｜部位

第 1例ハ「レ」机6回放射、 91目、第2
第一例 I3G会 1 6 I 91 I i気而
第二例l叫｜ 5 I 30 I顔而 例ハ5回放射 30日、第 3、第4ノ2例ハ

第三例 Iu会｜ 5 I i2_; I廻盲羽； 「レ」線治療ヲ 2朋＝分チテ施行セルモノ＝
第四例 l ~ 1♀ 1 z 1 44 1廻育部
I I I I シテ前後雨期間隔ハ第3例＝於テハ前！悶ハ

放射5回共日数 57目、後期ハ印日、第4例ハ前羽ト後期トノ間隔 40日ナ JIn 而シテ

第 2例ハ治療胡間最短ニシテ 30日第β例ハ最長＝シテ 126日ナリ。

抑放私~Ul:J\菌病ノ後後＝閲シテハ該病ノ設生部位、根底臓器註＝合。i症ノ：有無.＝.fiIリテ一

律＝之ヲ論ズ可カラズ。概シテ頭頭部ノモノハ仇部盟部ノモノ＝比シ容易＝治療シ得ルガ

如夕、 Jungling＝嬢レパソノj合法卒 77%ナリト云フ。然レドモ肺、腸殊＝共糞耀或ハ蹄

脱rutア合併セルモノ＝在リテハ‘外科的治療ヲカillフルモ向且ツソノ議後ハ一般＝不良ナル
ガ如シ。

斯カル場合 Matt月on~、共死亡率ヲ 100% ト算シ、 Brockmann 及ピ Colebrook 等＝強
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レパ 80；；ナリシト云フ。ヨE シ共正；j理事ナルハー鯖ヲ喫スル所ナリ。；：）~ノ Jr~ 3例ハ賓＝此場

合＝該官；スルモノ＝シテ「レJ 線放射ェ~~シ著シキ抵抗力ア現IH シ、深部治療接置ヲ使用

シ且ツ硬皮肉キ投射線ノ悠汗jヲ性ツテ喰メテ威力ブ甑シ得ル＝到レリ。這ハ唯一例＝過ギ

ズトhlll＇，モ、手f人 J、芥庁クノ如ク極メテ晃f性ニシテ市モm:

共i台~31 ノ、芸誕．ゲテ「v.J秘放射＝アリト云フモ敢テ過言ニ非ラザ）J,可シト信ズ。然リ而シテ

ソJ故身J 、；許枕アレド Jli.ng 

問隔ノ、G乃至8週間ガ迫常ナリト云フ。づJ°：＇モ亦第 ι{91J==-lさテ lH.E.D.アrnヒ頗Jレ良県ア
符タリ。然レ Fモ荻症j生行シテ甚グシク衰弱セJレモノ＝在リテノ、－〆

ア 1喚起シ反ツテ段拐セJレ効果ア q'J；レコト古E ノ、 If ）レノ、↑：~モ「ワクチン」 E長法、刺城療法ノ衰
1 

財ビル忠者三行ヘル場合＝似タリ c "11J'.cニ第3例＝於アハ 3H E.D.宛腹背二門ヨリ放射

シ充分全身tUU:==-ii:定、シ克クソ Jf:i 的ヲ達シ作タリ。下顎骨~ハ頭部ノ放線!j)~菌病ハ概シ

テ治療ノ封JヲJ民メ易ク随ヒテゴ7ノ弟1例ノ如ク、 nuu白夜註・Uflア以テスルモ一見目的ニ到
註セルガ如キモヨド外科的操作ノミガ－[I（］子ナル可キハ忘却シ能ハザルハ勿論ナリ心）B＇.）リ第

2例＝於テハ／，｝ン F＇「レ」紘ノミア v.テシ能ク全治セシメfJタJ1,モノ＝シテ1問ノ放射量

一~H.E.D ナリ。
1 --

会ハ Ji.i.nglingノ唱フルガ如ク最小－2-H.L.D. 以上ノ：量ア絶お＝必要ナリト思考スル

モノュ非ザJレモ、深部治療装置、重金属描過ア用ヒ、可及的短波長ノnJitア患者ノ耐ヱ得Jレ

綻閏ニ於テ大量放射スルア以テ理忽トセリ。 tWチ第3例ハ之趨例＝シコ子高在治療装置ノ下

＝放射－l:)J,ノ時病機ハ怯復セザルノミナラズ却ツア益々進行シ、将ニ瀕死ノ危機＝芭図セ

ルェ拘ラズ＼前段緯述セル深部治療ヲ開始スル＝及ピ好時以テ起死回生ノ治効ヲ経験シ~－－'l

タP。

まま＝於テ公ハ「レ」鶴治療ハ放~JJH伏菌抗ニ霊J：＞ソノ手術ア施行セルト否トヲ問ハズ最モ

治効頴著ナルモノアルヲ知リタルア以テ必ズ試ムベキモノナルコトア高！日セントスルモノ

ナP。
杭ヲ了Jレ＝臨ミ長f話教授、武講師ノ御校同ノ lj~＇ ァ；占謝シ、岩佐J墜士ノ御Il)J言ヲ謝シ理事

的診療ff－各位＝敬意ア去ス。
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